
第２０２回市民文化講座 

「古代星空ロマン」講演会 
～日本神話をめぐる星座たち～ 

スバル（プレアデス星団） 

  

 

 

 

 

 

 

 

オリオン座 

◆日 時 １１月２３日（金：祝日）午後２時から 

◆場 所 森岳公民館 大ホール 

◆講 師 勝 俣 隆 氏 

（長崎大学教育学部教授）   

◆参加費 無 料 
主 催：島原市・島原市教育委員会・島原文化連盟・島原市民文化講座 

問い合せ：島原市教育委員会 社会教育ｸﾞﾙｰﾌﾟ 電話０９５７—６８－５４７３ 

       または 島原市立安中公民館  電話０９５７－６３－２２５３ 

  現在、星占いをはじめ星座といえば「ギリシャ神話」を

基にした人物や動物などを思い浮かべるのではないでし

ょうか。日本の星空のお話としては七夕伝説ぐらいしか、

一般には知られていません。しかし、日本には古代から

受け継がれてきた星座や星の呼び名があり、『古事記』や

『日本書紀』を読み解くと、古代日本人の宇宙観にたどり

着くことができるのです。夜空を見上げて、「サルタヒコ」

や「アマノウズメ」を探してみませんか? 

今回、古典文学研究者、長崎大学の勝俣教授から、

「星空と日本神話の関係」について興味深いお話を伺い

ます。入場無料ですので、多数のご来場をお待ちしており

ます。 


